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研究成果の概要（和文）：腹圧性尿失禁を有する女性を対象に、サポート下着の有用性を評価し
た。まず、サポート下着による膀胱頚部の拳上が尿失禁改善に有効かを検証した結果、1 週間
の着用では明らかな尿失禁改善は認められなかった。次に、サポート下着の着用に歩行を組み
合わせ、12 週間継続することによって、骨盤底筋力が強化され尿失禁が改善するかを検証した
結果、尿失禁症状は改善し、着用をしなくても膀胱頚部の拳上が認められた。さらに着用を 1
週間中止してもその効果は持続したことから、骨盤底筋力が強化された可能性が示唆された。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The efficacy of the support underwear to reduce symptoms of stress urinary 
incontinence in parous women was evaluated. Firstly, the women wore the support underwear with the 
effect to elevate the bladder neck for one week. As a result, the symptoms of urinary incontinence were 
not decreased significantly. Secondly, in addition wearing the support underwear, the women walked 
6000 steps for 12 weeks. As a result, symptoms of urinary incontinence were decreased significantly, 
and the bladder neck was elevated even when not wearing the underwear. Moreover, after 1-week 
without wearing the underwear, symptoms of urinary incontinence did not recur. The elevation of the 
bladder neck and the disappearance of incontinence without the underwear might possibly have been 
strengthened pelvic floor muscles. 
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１．研究開始当初の背景 
男女の排泄構造の相違から、腹圧性尿失禁

を有する女性は多く、健康な中高年女性の 4

人に 1人は尿失禁状態があるといわれている

が、我が国における医療機関での失禁患者へ

の対応は欧米に比して遅れている現状があ
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る。その背景には、失禁を引き起こす基礎疾

患の多くが生命に関与しないこと、複数の診

療科にまたがる境界疾患のため見落とされ

ていること、羞恥心や情報不足から受診率が

低いこと、失禁が加齢的に生理的状態として

理解されてしまうこと等が指摘されている

（太田ら，2008；古山ら，2004；坂口ら，

2002）。近年、入院中の患者および地域で生

活する尿失禁を有する対象に対して、組織的

な治療やケア提供が求められている。 
 
２．研究の目的 
研究の目的：尿失禁を認める女性を対象に、

尿失禁に対するサポート下着の有用性を検

証する。 
 
３．研究の方法 
(1)研究デザイン 
実験研究 

(2)研究対象 
腹圧性尿失禁を経験している 40-50代の女

性 40 名とし、日常生活において 1 日 6000
歩以上の歩行を一定期間継続するため、対象

者の健康上の負担を考慮し、上記の年齢層に

限定した。また、尿失禁の基準は、高齢者尿

失禁ガイドライン評価に基づいて判定した。 
除外基準としては、まず本研究以前から週

に 1 回以上の運動習慣がある者、腹圧性尿失

禁以外の泌尿器系の疾患および合併症を有

する者、慢性疾患の治療で排尿に影響がある

薬剤を使用している者、その他本研究結果に

影響を与える疾患を有する者とした。 
研究参加者は実験群と対照群に無作為に

振り分け、対象者にはどちらの群に振り分け

られているか、実験終了後まで提示しない。

対照群の対象には、実験終了後に実験群に用

いた下着を提供し、不利益が生じないように

配慮した。 

 

(3)実験プロトコール 
①実験1：サポート着用による膀胱頚部の

挙上が尿失禁軽減に有効であるかについ

て明らかにする(表.1)。 
表.1 実験1のデザイン 

実験
開始時

非着用
プラセボ

下着
サポート

下着
着用

1週間後

（測定1） （1週間） （1週間） （1週間） （測定2）

非着用   ●✻ ● ●

プラセボ下着 ● ●

サポート下着 ● ●

MRI   ●✻ ●

  ●✻ ● ●

排尿生活記録   ●✻ ● ●

背景・属性 ●

ICIQ-SF日本語版   ●✻ ●

自己評価

歩数計 1日6,000歩の歩行

実　験　１

*をベースラインとする

質問紙

下着着用

パッドテスト ●

 
②実験 2：サポートを着用し、かつ歩行を

組み合わせることによって骨盤底筋群の

筋力が強化されるか。また筋力が強化され

た場合、下着未着用の状態においても尿失

禁が生じないか（症状が軽減しているか）

について明らかにする(表.2)。 
表.2 実験 2 のデザイン 

実　験　2

（6週間） （測定3） （6週間） （測定4） （1週間） （測定5）

非着用 ● ● ● ●

プラセボ下着

サポート下着 ● ●

MRI ● ●

排尿生活記録 ● ● ●

背景・属性

ICIQ-SF日本語版 ● ● ●

自己評価 ●

歩数計 1日6,000歩の歩行 ● ●

追跡期間
着用中止

1週間後

質問紙

●パッドテスト

下着着用

● ●

着用と

歩行

前半

着用と

歩行

6週間後

着用と

歩行

後半

着用と

歩行

12週間後

 
(4)リクルート方法 
情報誌にて研究依頼を掲載した。参加希望

者に対して、担当者が本研究の主旨、内容、

倫理等の説明を行い、同意書を作成した。 



(5)実験用具 
①実験用のサポート下着：長期間着用し歩

行することによって、臀部や太腿部の筋肉を

強化することができると報告されている（東

ら，2004）、株式会社ワコール製の「スタイ

ルサイエンス」を使用した。 
②プラセボ下着：スタイルサイエンスと同

様の形状で、緩やかなサポート機能はあるも

のの、骨盤内臓器の挙上や臀部、太腿部の筋

肉強化を目的として開発された製品ではな

い、株式会社ワコール製「スゴ衣ボトム」を

使用した。 
(6)評価方法 

縦型オープン MR（General Electric 社製

SIGNASP/ii0.5 テスラ）(図.1)を用いて座位

における、骨盤の矢状断面をグラディエント

エコー法による T1強調画像にて撮像し、アプ

リケーションソフト SPImage Browser を使

用し画像を分析した。画像は 3 画像のうち恥

骨、尾骨、子宮頸部が最も鮮明なものを選択

し、恥骨尾骨ラインから膀胱頚部下端までの

距離を計測し比較した(図.2)。MRI の評価に

関しては、尿失禁プロジェクトの一員である

医師、および専門家が分析を担当した。 

 
図.1 縦型オープン MR 

（General Electric 社製 SIGNASP/ii0.5 テスラ） 

 
図.2 MRI 画像の評価方法 

尿失禁の評価に関しては、尿失禁診療ガイ

ドライン（泌尿器科領域の治療標準化に関す

る研究班，2004）の排尿日誌を参考に、研究

者が作成した排尿生活記録、さらに、尿失禁

症状を評価するために専門家により内容の

信頼性と妥当性を検討され、現在尿失禁診療

において広く用いられている。International 

Consultation Incontinence  Questionnaire-Short 

Form 以下 ICIQ-SF とする）日本語版を、主

観的な尿失禁症状と QOL への影響を評価す

るために使用した。 
ICIQ-SF 日本語版は、「尿失禁頻度」、「通

常の尿失禁量」、「日常生活に対する影響」の

3 つの質問項目からなり、0～21 点で点数化

するもので、点数が高いほど重症と評価する。 
また、得られた諸データは、定量データと

して扱い、統計解析パッケージソフト

SPSS19.0J for Windows を用いて、基本統計

量の算出および推測統計を行なった。 

 
４．研究成果 
(1)対象の属性 
 表.3 対象の属性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)実験 1 の成果 

①実験1：サポート着用による膀胱頚部の

挙上が尿失禁軽減に有効であるかについて

明らかにする。 
まず、サポート下着着用が膀胱頚部位置の

挙上に効果があるのかを、非着用、プラセボ

人数（人） 21

平均 43.9

中央値（四分位範囲） 40.0（34.0－58.0）

最小-最大 27-64

平均 22.0

中央値（四分位範囲） 21.3（20.2－23.8）

最小-最大 19.0-26.2

1回 6（28.6）

2回 11（52.4）

3回 4（19.0）

平均 12.7

中央値（四分位範囲） 7.0（0.0－27.0）

最小-最大 0-39

経膣分娩 20（95.3）

帝王切開 1（4.7）

分娩様式
（人(％)）

分娩回数
（人(％)）

分娩後経過年数（年）
（産後群は月）

年齢
(歳）

BMI



下着着用、サポート下着着用の膀胱頚部位置

を比較した。その結果、プラセボ下着着用は

安静時、腹圧負荷時のいずれにおいても非着

用より高い傾向を認めたが有意な差はなか

った。さらに、サポート下着着用の安静時（Me 
9.0，IQR －1.3～14.6mm）は、非着用の安

静時（Me －3.0，IQR －12.0～0.9mm）よ

り有意に高く（p<0.005）、同様にサポート下

着着用の腹圧負荷時（Me －5.1，IQR －18.3
～7.8mm）は、非着用の腹圧負荷時（Me －
17.4，IQR －22.9～－5.1mm）より有意に

高かった（p<0.005）。 
以上の結果から、サポート下着の着用は膀

胱頚部の挙上に有効であることが明らかと

なった。 
次に、サポート下着が尿失禁症状に有効か

に関して、1 週間の尿失禁回数を評価した。

その結果、非着用の回数より、サポート下着

着用 1週間後の尿失禁回数は有意に減少した

(図.3)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図.3 1 週間の尿失禁回数 
 (2)実験2の成果 

②実験 2：サポートを着用し、かつ歩行

を組み合わせることによって骨盤底筋群

の筋力が強化されるか。また筋力が強化さ

れた場合、下着未着用の状態においても尿

失禁が生じないかについて明らかにする。 

研究参加者全例が研究期間中、1日6000
歩の歩行を行なっており、このことから歩

行による骨盤底筋肉群の強化されたこと

が示唆された。加えて、サポート下着着用

と歩行を12週間継続した結果、膀胱頚部位

置は非着用（Me －2.0， IQR －9.7～
5.0mm）より12週間後（Me 4.5，IQR －
7.5～9.1mm）と有意に高かった(表.4)。さ

らに、着用12週間後と中止した1週間後の

膀胱頚部位置は有意な差はなかった。尿失

禁症状を評価するICIQ-SF得点は非着用

（Me 8.0，IQR 5.5～11.0）より12週間後

（Me 5.0，IQR 0.5～6.0）では有意に低下

した(表.4)。 
また、着用12週間後と中止した1週間後

の尿失禁症状においても尿失禁回数の改

善を認めた。 
表.4 12週間後の膀胱頚部位置と尿失禁症 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
よって、サポート下着の着用と1日6000

歩行以上の歩行を組み合わせることによ

って、骨盤底筋力は強化され、尿失禁症状

が改善されることが示された。 
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